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内容

•第5次エネルギー基本計画と使用済燃料

問題

•中間貯蔵をめぐる紛糾

•おわりに：新しいエネ基と使用済燃料



第5次エネルギー基本計画と
使用済燃料問題



参考リンク：https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/#head

第２章 2030年に向けた基本的な方針と政策対応
第２節 2030年に向けた政策対応
４．原子力政策の再構築
⑷ 対策を将来へ先送りせず、着実に進める取組
「使用済核燃料対策を抜本的に強化し、総合的に推

進する。」
①使用済燃料問題の解決に向けた取組の抜本強化と総
合的な推進
１）高レベル放射性廃棄物の最終処分に向けた取組の
抜本強化
２）使用済燃料の貯蔵能力の拡大
３）放射性廃棄物の減容化・有害度低減のための技術
開発
②核燃料サイクル政策の推進

https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/#head


「

使用済燃料の貯蔵能力を強化することが必要であり、安全を確

保しつつ、それを管理する選択肢を広げることが喫緊の課題である。

こうした取組は、対応の柔軟性を高め、中長期的なエネルギー安全

保障に資することになる。このような考え方の下、使用済燃料の貯

蔵能力の拡大を進める。具体的には、発電所の敷地内外を問わず、

新たな地点の可能性を幅広く検討しながら、中間貯蔵施設や乾式貯

蔵施設等の建設・活用を促進する。」

２）使用済燃料の貯蔵能力の拡大(1)



引き続き、

取組の加速へ向けて、国が積極的に関与し、関係自治体の意

向も踏まえながら、個々の事業者の努力はもとより、事業者

間の一層の連携強化を図りつつ、国全体として使用済燃料の

安全で安定的な貯蔵が行えるよう、官民を挙げて取り組

む。」

２）使用済燃料の貯蔵能力の拡大(2)



中間貯蔵をめぐる紛糾





むつ中間貯蔵施設の「共同利用」案（１）

⚫2020年12月末、電気事業連合会（電事連）が、中間貯蔵施設を

電力会社の間で共同利用する方向で検討すると発表した。

⚫むつ市に諮ることなく、関西電力（関電）は、「電力各社で共

同利用する案への参画を選択肢の一つにする」との考えを福井

県に伝え、中間貯蔵施設の候補地として、むつ市の施設を示し

た。

⚫関電の提案を受け、福井県知事は再稼働に同意。



参考リンク：https://digital.asahi.com/articles/ASP2V6SRZP2VULUC003.html

⚫2021年2月、むつ市の宮下市長は「共用化について

認めた事実も、議論を開始している事実もない」と

声明を発表し、関電に抗議。

⚫「自分たちの都合を優先して民意を踏みにじって

いる」と関電を批判し、『共用案』が既成事実的に

報じられていることを問題視。

むつ中間貯蔵施設の「共同利用」案（２）

https://digital.asahi.com/articles/ASP2V6SRZP2VULUC003.html


福井の中間貯蔵施設構想と美浜原発3号機(1)

参考リンク：https://mainichi.jp/articles/20210415/k00/00m/040/471000c

⚫最終的に10ある区のうち、9の区長が

賛成、反対は1区だけ

⚫新たな収入源として中間貯蔵施設に

期待？

https://mainichi.jp/articles/20210415/k00/00m/040/471000c


福井の中間貯蔵施設構想と美浜原発3号機(2)

⚫5月12日、関西電力は運転開始から40年を超える美浜

原発3号機（福井県美浜町）を6月下旬に再稼させる

と発表した(7月下旬にも本格運転を目指すといわれ

ている）。

⚫20日、3号機（福井県美浜町）の原子炉に核燃料を装

荷し始めた。



おわりに：新しいエネ基と使用済燃料
⚫第6次エネ基では、原発の再稼働に加え、新増設も打ち出される

のではないかと言われている。

⚫六ヶ所再処理工場は来年の完工が目指されていますが、先行きは

不透明。

⚫また、技術的な問題から、たとえ運転を開始したとしても、順調

に操業するとは限らない。

⚫この問題は関電だけではなく、原発をもっている他の電力会社の

問題であり、私たち電力消費者の問題でもある。


